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研究成果の概要（和文）：　本研究は、日本列島の古墳分布北縁地域にあたる阿武隈川流域に分布する古墳時代墳墓の
調査研究を通じ、この地域の首長層の動向を通時的に把握することを目的に実施した。
　この目的のため、本研究では、フィールド調査および既存重要資料の整理分析の２テーマを設けた。フィールド調査
では、福島県須賀川市団子山古墳の発掘調査と同泉崎村原山古墳群の測量調査を実施し、それぞれの墳形、規模、構造
をほぼ明らかにした。既存重要資料の整理分析では、福島県中島村四穂田古墳の出土品の整理を行い、報告書を刊行し
た。
　こうして得られた成果と考察を本研究の成果報告書として刊行し、学界に共有することができた。

研究成果の概要（英文）：The purposes of this research were to do archaeological field work in The Abukuma 
Valley of northeast Japan where is the northernmost range of tumuli, from that, to reconstruct the 
activities of chiefs of the area in The Kofun Preriod(3rd-7th century A.D.). For the purposes, I 
excavated Dangoyama Tumulus in Sukagawa City and surveyed Harayama Tumulus Group in Izumizaki Village, 
and made their details clear. On the other, I researched the artifacts from Yohoda tumulus in Nakajima 
Village with colleagues and published the research report of it.
Finally, I published the generalization report about this research, I offered many new information to the 
study of The Kofun Period.
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１．研究開始当初の背景 
福島県中央部を貫流し宮城県南部で太平
洋に注ぐ阿武隈川の流域には数多くの古墳
時代墳墓が分布する。阿武隈川流域は大きな
断絶なく古墳が築造された太平洋側北限の
地域にあたり、ここに分布する古墳時代墳墓
の動向分析により、古墳が築造された契機や
その背景に迫るための重要な情報を得るこ
とが期待できる数少ない地域の一つである。 
しかし、東北や北関東などの近隣地域と比
較しても、阿武隈川流域の墳墓の内容、ひい
てはここを拠点に活動した首長層の動向に
は不明な点が多かった。その理由はつぎの 3
点である。 
a.未調査のため墳形や年代等の基礎的な検
討材料に欠ける古墳や横穴墓が多いこと。 
b.重要墳墓でありながら、未報告あるいは不
十分な報告にとどまるものが少なくないこ
と。 
c.阿武隈川流域全体、さらにはこの地域の古
墳時代全時期の墳墓を対象とする考古学的
分析および比較検討が、十分に行われていな
いこと。 
このように、阿武隈川流域は、墳墓の分析を
もとに古墳分布北縁地域の歴史的特質に迫
る鍵を握る地域と考えられながら、研究の基
礎となるデータや考古資料の報告が必ずし
も十分でないことが、研究の進展の大きな妨
げとなっていた。 
 
 
２．研究の目的 
以上の背景にもとづき、本研究は二つの目
的のものとで推進した。 
第一に、阿武隈川流域の古墳時代墳墓に対
する良好なフィールド調査の実施を柱とし
つつ、この地域に関する調査研究実績をもつ
古墳時代研究者を結集して未報告重要資料
の公表と検討を加えることで、阿武隈川流域
の古墳時代墳墓の動向を詳細に把握するこ
と。 
第二に、獲得した成果を東日本規模で比較
分析することで、この地域で活動した首長層
の性格・動向・地域間関係を究明し、古墳分
布北縁地域において阿武隈川流域の果たし
た歴史的役割と、古墳の成立と消滅の背景を
解明すること。 
 
 
３．研究の方法 
(1)研究の枠組み 
 上記目的を達成するため、本研究では「フ
ィールド調査」と「既存重要資料の整理分析」
の二つのテーマを設定し、各テーマに配置し
た研究者を中心に調査研究を行い、その成果
を「総合研究」として全メンバーによる定期
的な研究集会での議論を踏まえ総括した。ま
た、最終年度には研究総括と社会還元を目的
として、研究メンバーをパネラーとする公開
シンポジウムを開催した。 

 
(2)フィールド調査 
 福島大学行政政策学類考古学研究室の主
体により、中通り中部に所在する須賀川市団
子山古墳の発掘調査を毎年夏季に実施した。
また、同主体により、中通り南部に所在する
原山古墳群の測量調査を 2014 年春季に、中
通り北部に所在する古墳時代遺跡の分布調
査・現況確認調査を 2015 年春季に、それぞ
れ実施した。 
 
(3)既存重要資料の整理分析 
 不時発見によって 2011 年に東北初となる
古墳時代鉄製短甲などが出土した福島県西
白河郡中島村四穂田古墳の出土品整理を、上
記研究メンバーとともに 2013 年度に実施し、
報告書を作成・刊行した。また、各研究メン
バーは、阿武隈川流域の古墳時代重要資料の
未報告例に対する資料化や、既報告資料の再
検討を随時進め、研究集会等で発表・報告し
た。 
そして、これら３か年のフィールド調査お
よび既存重要資料の整理分析の成果は、研究
成果報告書と公開シンポジウム資料集を兼
ねて刊行した『阿武隈川流域における古墳時
代首長層の動向把握のための基礎的研究』
（福島大学行政政策学類 2015 年 11 月刊）
において総括した。 
 
 
４．研究成果 
(1)研究の総体的意義 
従来、東北の古墳時代を概説するにあたっ
ては、前期における福島県会津、中期におけ
る宮城県仙台平野というように、各時期にお
ける顕著な遺跡・遺物が分布する地域を“つ
まみ食い”的に取り上げ、東北全体を代表さ
せる方法がとられることが少なくなかった。
しかし、各時期・地域における古墳時代文化
の様相は、大局的に共通する部分をみせつつ
も決して一様でないことから、従来の方法で
は東北の古墳時代社会の実態を十分把握で
きないだけでなく、古墳の成立・変遷・終末
の過程と背景に詳細に迫ることが困難であ
った。 
それに対し本研究は、福島県中通りと宮城
県南部という古墳分布北縁地域のなかでも
さらに限定された範囲を対象とするもので
はあるが、安定的に古墳が築造された北限に
あたる阿武隈川流域に焦点をあて、古墳とそ
の時代の諸問題を総合的に検討した初めて
の試みといえる。 
 
(2)各論考の要旨 
ここで、上記の研究成果報告書に掲載した
各論考の要旨を掲げる。 
①青山博樹は、阿武隈川流域の古墳時代集落
を悉皆的に取り上げ、集落規模・住居構造・
出土遺物等をもとに、各時期の集落の特徴・
変遷・背景を検討した。これにより古墳・生



産・祭祀等の検討を行ううえで基礎となる情
報が整えられたことになる。 
②金田拓也は、古墳時代中期の特徴的遺物で
ある石製模造品を対象に、東北での編年を整
備したうえで、その成立・変遷・波及の過程
をしめし、阿武隈川流域に石製模造品が展開
するにあたり北関東の勢力との交流が大き
な役割を果たしたことを推定した。 
③佐久間正明は、石製模造品を題材に阿武隈
川流域の首長層の動向をうかがおうとした
ものであり、古墳や方形区画施設（首長居館）
出土の石製模造品の分析から、中期における
祭祀の類型化や地域間交流の復元をおこな
った。両者の報告により、阿武隈川流域の首
長層および下位層にかかわる中期の祭祀の
あり方が、より具体的に復元できることにな
った。 
④柳沼賢治は、これまで多くが未報告であっ
た郡山市南山田遺跡出土須恵器の整理公表、
および東日本の古式の須恵器出土遺跡の集
成をつうじ、宮城県仙台市周辺、福島県阿武
隈川中上流域、栃木県宇都宮市周辺にそれら
が集中していることを明らかにし、これが首
長層の動向の反映であることを推測した。 
⑤大栗行貴は、阿武隈川流域に分布する特徴
的な埴輪群の指摘、および東北と関東との埴
輪の比較をもとに、東北の古墳時代全体の埴
輪の動向をまとめた。 
⑥高橋満は、本研究で整理と報告書作成をお
こなった福島県中島村四穂田古墳とその遺
物について再度検討をおこない、この古墳が
本来は前方後円墳の「大塚古墳」である可能
性が高いことや、阿武隈川上流域の古墳造営
期の幕開けとして位置づけられるものであ
ることをしめした。 
⑦横須賀倫達は、中期から終末期の東日本各
地の古墳や横穴から出土する突起付冑、骨鏃、
二円孔鐔、錫製品という「特異」な副葬品の
分析をつうじ、東北南部と関東の首長層との
間に双方向の交流があったものの、７世紀前
半を通して彼らがしだいに中央の政治的影
響下に取り込まれていく過程を推測した。 
⑧草野潤平は、阿武隈川流域の横穴式石室の
詳細な検討から、その展開過程と波及元が時
期によって一様でない一方、６世紀末以降に
なると特定地域（茨城県北東部、栃木県中部）
との交流が盛んになっていく過程をしめし
た。 
⑨荒木隆は、前方後円墳と祭祀遺跡の立地と
地理的要因をもとに古墳時代の交通網の整
備状況を検討し、前期の海上交通路と主要河
川による内陸交通の連結から、後期の河川交
通と馬を使った陸上交通による広域の地域
間ネットワークの形成へと進み、律令期の交
通体系として引き継がれていくあり方を描
いた。 
⑩菊地芳朗は、各メンバーによる３年間の調
査研究成果もふまえつつ阿武隈川流域の古
墳時代を総括的に検討し、前期の古墳・集落
の粗密が大きい状況から、中期に北縁地域随

一の隆盛といえるあり方へと展開し、後・終
末期に地域性が増大しつつ関東との関係を
深める一方で近畿との直接交流が見えにく
いあり方を指摘した。 
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